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平成２６年１月発行 

【1 期目の最終年度、引き続き地域活性化と教育の問題に取り組みます！】 

新年、明けましておめでとうございます。 

年末に猪瀬直樹東京都知事が徳洲会問題に端を発した都政の混乱を理由に在任わずか 1 年で

辞任に追い込まれました。 

猪瀬氏の釈明には全く納得できませんが、仮に事実関係が釈明通りだったとしても、「李下に

冠を正さず」という姿勢で都政の舵を取るべきでした。 

都知事選挙は 1月 23日（木）告示、2月 9日（日）投開票の日程で行われます。 

次こそは安定した都政運営、そして長年懸案事項となっている都区のあり方の問題に踏み込ん

で分権を前進させる方に託したいです。 
 
平成 26年の干支は甲午（きのえうま／こうご）です。 

甲はものの「はじまり」「はじめ」、午はある種のエネルギーを意味します。 

今年は転換期の後半が始まる年、これまで撒いた種が芽を出してくる年にしたいですね！ 

地域活性化とより良い教育の実現に向けて、1期目の集大成となる 1年も精一杯活動をしてい

く所存です。年男の一年も頑張ります！本年もよろしくお願いいたします。 

【平成 25 年第 4 回定例会】 

11月 22日（金）～12月 6日（金）の会期で、第４回定例会が開かれました。 

 

 

 

 

 

私が所属する都市整備委員会へは、議案 7件、陳情 2 件が付託、報告事項が 5 件ありました。 

議案 7件は、豊島区都市計画審議会条例の一部を改正する条例（臨時・専門委員や部会の設置

規定等の整備）、豊島区自転車等の放置防止に関する条例の一部を改正する条例（集客施設等の

自転車附置義務制度を見直す）など。いずれの議案も賛成多数若しくは全会一致で可決しました。 

12月 19日（木）、豊島区と請負業者（戸田建設）による大塚駅南自転

車駐車場（仮称）整備工事の説明会がありました。 

工事内容は JR大塚駅南口の旧バス・タクシープール（バス停・タクシ

ー乗り場を含む）の地下に自転車駐車場を新築するもの。地上部には駅前

広場を整備予定ですが、まだ詳細は固まっていません。駅前広場について

は、地元商店街や町会、地元の方々の意見を伺いながら、今後詳細を詰め

ていきます。工期は平成 29年 3月 15日まで。  

    
 

【豊島区議会レポート】 Vol.１１ ～平成２５年第４回定例会～ 
 

【主な議題】 

・平成２５年度豊島区補正予算第５号（補正予算額は 0.53 億円。区内保育施設利用児童の 3 日

分の食糧等備蓄品購入経費（0.23 億円）、総合保健福祉システム改修経費など。その他、債務負

担行為の補正、繰越明許費の計上など） ほか 
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【南大塚地区などの集中豪雨への抜本的対策が決定！】 
平成 25年 12月 17日、東京都下水道局が「豪雨対策下水道緊急プラン」を発表し、下水道の

能力を増強する対象の地区に豊島区南大塚も含まれました！ 
 
平成 25年 8月 21日の集中豪雨により南大塚一丁目には甚大な被害が発生して以降、以下の取

組みをしてきましたが、ようやく実を結びました。 

〈すぐにできる対応〉 

・区の担当部署と連携し、グレーチングへの交換、希望者への土のうの手配など 

・行政からの支援メニュー等をまとめた「ゲリラ豪雨への対応まとめ」を独自に作成して配布 

〈中長期的な対応〉 

・地元町会長と共に東京都下水道局、区長へ実情を訴え、抜本的な対策を求める意見書を提出 

・区の担当者と打ち合わせをし、雨水ますの新設の検討（数か所新設の見込み） 

大きな工事なので、完成までは 6～7 年掛かりますが、集中豪雨の度に戦々恐々としなくて済

むようになるのは、地元にとっては何よりの朗報です。 
 
来年 8月までに、現在取り組んでいる下水管更生工事を完了させることの他、それ以外の対応

策も取れるかを東京都下水道局が検討中。下水道局とのやり取りは都議とも連携をしました。 

行政と地元が一丸となって大きな問題に取り組んで結果を出せたのは非常に喜ばしいです！ 

これからも地元が抱える問題をキャッチし、適切な対応が取れるよう努めます！ 
 

<豪雨対策下水道緊急プランの内容> 

豊島区南大塚が対象地区に含まれた「75ミリ対策地区」（4地区）の他、「50ミリ拡充対策地区」（6地

区）、「小規模緊急対策地区」（6地区）の 16地区に対して緊急プランが組まれました。 
 
75ミリ対策地区は、平成 31年度末までに効果を発揮する計画となっています。 

文京区千石、豊島区南大塚（千川幹線流域） 
 

<これまでの経過> 

・都市化の進展に伴う雨水流入量の増加に対

応するため、第二千川幹線を整備 

・平成 25年 8月 21日の下水道施設の能力を

上回る集中豪雨により、主に幹線沿いの低地

で被害発生 
 

<主な取組内容> 

・千川幹線を増強する新たな時間 75 ﾐﾘ降雨

対応の施設を追加整備  
豪雨対策下水道緊急プランより  

 

子供達の世代へ責任ある政治を！！ 

発行責任者：豊島区議会議員 細川 正博    

住 所：〒170-0005 東京都豊島区南大塚 1-51-17 TEL/FAX：０３－３９４５－２５３０ 

e - m a i l： info@hosokawamasahiro.jp  公式サイト： http://www.hosokawamasahiro.jp/ 

※Blog、Facebook、Twitter にて情報発信をしております。「細川正博」でご検索ください。 

※ご意見、ご感想、ご要望をお寄せください。 

※豊島区議会レポート（年４回発行）を郵送でお届けします。また、活動報告のメールマガジン（月１回

程度）でも情報発信をしております。ご希望の方はお問い合わせください。 
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